
フェリーを利用する修学旅行体験会
苫小牧海事事務所

１．取組の背景

◆北海道内の中・長距離フェリーの旅客利用者は、１９９４年をピークに
減少
◆新型コロナウイルス禍にあっては旅客利用者が激減

◆海洋基本法（２００７年制定）により海洋に関する教育の推進が要請さ
れている

◆小・中学校の学習指導要領が改訂（２０１７年）され、海洋教育に関す
る記述が充実されている

２．目的

３．取組概要

◆ウイズ・アフターコロナ時代を見据えた旅客フェリー事業の活性化

◆海事・物流産業の役割や重要性等の理解醸成

◆教育旅行を柱に取り組みを推進（収益の向上を目指した取組展開）

１．ターゲット 北海道内中学校の修学旅行

２．今年度の 北海道内の教育関係者と旅行会社が参加する
取組内容 修学旅行体験会（ファムトリップ）を実施

３．体験会 提供する教育素材の内容やクオリティーの検証
の目的 フェリーを利用する修学旅行の販売の視点からの検証

４．実施日 令和３年１０月３０日（土）～１１月１日（月）（２泊３日）

５．参加者 ８名（教育関係者５名、旅行会社３名）

６．コース 苫小牧～仙台（太平洋フェリー利用）

５．事業主体等

【主催】 北海道運輸局 苫小牧海事事務所
太平洋フェリー（株） 北海道支店

【協力】 苫小牧栗林運輸（株）
苫小牧港開発（株）
協同組合苫小牧タグセンター
苫小牧地区倉庫協会
苫小牧水先区水先人会
ナラサキスタックス（株）
（株） フジトランスコーポレーション
北海道海事広報協会
室蘭地区トラック協会苫小牧支部

（五十音順）

日付 主な行程

10/30（土）
RORO船内見学－物流倉庫見学－内航コンテナ・トラック輸送見学－特別授業
－「船酔い防止」のお話－フェリー荷役見学－乗船

10/31（日）
仙台港着－特別授業－荒浜小学校（震災遺構見学）－松島見学－みやぎ東日
本大震災津波伝承館見学

11/1（月） 平泉見学－仙台空港－新千歳空港－苫小牧西港フェリーターミナル

４．スケジュール



フェリーを利用する修学旅行体験会（１日目）
苫小牧海事事務所

３．一般貨物船見学
（鋼材船）

・船の見学を通じて、生活に必要なものがどのようにして私たちの手元に届くの
か学習でき、日常生活と海事物流産業との関わりが理解しやすくなると思う。
・船で働く人たちが普段どのような仕事をしているのかについて、また、その人た
ちのおかげで物流産業が成り立っていることについて理解できた。

参加者の声



フェリーを利用する修学旅行体験会（２，３日目）
苫小牧海事事務所

実際の修学旅行のプログラムを想定して、修学旅行の見学先として
人気のある瑞巌寺、中尊寺などにも行きました。

こんな場所にも行きました

東日本大震災遺構見学

被災の痕跡を鮮
明に残す校舎
（荒浜小学校）

被災の記憶と
教訓を伝え継ぐ
「みやぎ東日本
大震災津波伝
承館」

・実際の被災地に赴くことで、自然災害の恐ろしさ
や防災の取組の重要性を肌で感じることができ、
「いのち」の尊さ、人への思いやり、支え合うこと
の大切さを学習できると思う。

参加者の声


